


 
 

          人材育成の取組に関するアンケート結果の情報共有 

第３回         10 月８日  ①「観光に取り組む人材の育成について」の検討、 

県および市町における人材育成の取組について意見交換 

第４回       12 月 17 日  ①「観光に取り組む人材の育成について」の検討、 

最終報告に向けた検討結果の整理 

②「市町間・地域間における観光の広域連携について」の研

究 

（事例発表）西美濃・北伊勢観光サミット、 

北伊勢広域観光協議会、 

東大和西三重観光連盟、 

伊勢・鳥羽・志摩観光連絡協議会 

第５回 2011 年１月 14日 ①「観光に取り組む人材の育成について」および「市町間・

地域間における観光の広域連携について」の検討・研究結

果のとりまとめ 

 

（５）検討状況 

  ①  検討会議参加メンバー（市町）に、１）観光振興計画の策定状況、２）観

光振興の取組について、アンケート調査を行い、課題の抽出を行った上で、

課題の解決に向けた意見交換を行いました。 

  ② 意見交換の結果、「観光資源を活用した商品づくり」や「地域産品のブラン

ド化」といった市町が抱える課題に関して、地域の観光資源は豊富であって

も、それらを生かして観光の取組を進める人材が不足しており、このことが

観光振興のさまざまな取組を行う上での共通課題となっていることを確認し

ました。 

  ③ 地域の観光振興を担う人材のイメージやその役割については、「リーダー」、

「企画・調整者」、「オペレーター」（観光庁ガイドライン案による）等、多様

であることをふまえ、まず地域において、どのような人材が必要となってい

るのかを整理するため、各市町における「人材育成」の取組状況を調査しま

した。 

  ④ 調査結果から、市町においては、観光案内所のスタッフ、観光ガイド等の

現場の対応を行う人材の育成や、市町民のおもてなし意識の向上に関しては、

研修などの取組がなされているものの、職員の専門性の向上や観光まちづく

りに取り組む民間のリーダーの養成等については、ノウハウが乏しく取組が

あまり進んでいないことがわかりました。 

  ⑤ このため、観光振興における人材育成の重要性を認識した上で、県および

市町において、観光の人材育成に係る連絡・調整の場を設け、多様な人材の

育成に向けた取組の効果的な運用をはかることとします。 

  ⑥ なお、この検討会議では、市町間・地域間における観光の広域連携のあり

方について研究したいとの要望があったことから、事例発表を交えて意見交



 
 

換を行い、人材育成の点でも広域連携が重要であることを確認しました。 

 

（６）取組成果 

市町との協議およびアンケートの実施により、観光振興に取り組む上で「人材

の育成」が重要な課題であること、また地域の観光振興を担う人材にはさまざま

な役割や機能が求められることを認識するとともに、人材育成の効果的な取組を

県と市町が協力して取り組むことの合意形成がはかられました。 

また、広域連携による観光の事例発表を通じて、その目的と効果、具体的な連

携手法について、認識を深めることができました。 

 

（７）今後の方針 

2011 年度（平成 23 年度）当初に、人材育成の窓口となる実務担当者の連絡・

調整の場を設け、年度内の研修計画等を共有し、互いの研修への参加や研修内容

の調整等を進めます。 
 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 

（判断理由等） 

三重県観光の現状や県および市町の取組に関して情報が共有されるとともに、県と市町

が協力して取り組むべき課題として「人材育成」が重要であることの認識がはかられまし

た。 

また、観光の人材育成に向けて、実務担当者の連絡・調整の場を設け、効果的な運用を

はかることで合意形成が得られたため、2011 年度（平成 23 年度）より具体的な連携の取

組をはじめることとなりました。 


